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　「長引く咳」「息切れや息苦しさ」「痰が多い」こうい
った症状を年のせいだとそのままにしていませんか？
　または、ぜん息と診断され治療をしているから、
たまにぜん息発作で夜中に目が覚めるのは仕方ない
とあきらめていませんか？
　ぜん息は、適切な治療を続けることで、症状をコ
ントロールすることができるようになってきました。
　この講演会では、市立吹田市民病院呼吸器アレ
ルギー内科部長の 辻 文生（つじ ふみお）先生より
成人のぜん息等の慢性呼吸器疾患についてお話し
していただきます。
　ぜん息について正しく理解し、症状をコントロー
ルするために、たくさんの方々のご参加をお待ちし
ております。


